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4一日の始まりを喜
ぶように、元気な

声がこだまする市
場小。交通安全

表彰を機に学校・
ＰＴＡ

が校舎にスローガ
ンを設置し、「あい

さつ日本一」を目
指す子どもたちを

応援しています（
Ｐ４）。

10年の節目を迎
えた福智町には、

今日も、晴れやか
な朝日と元気な笑

顔があふれていま
す。まちをもっと元気

に！
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３
月
６
日
、
町
誕
生
10
周
年
を
祝
う
記
念

式
典
が
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
平
成
18
年
に

旧
３
町
が
合
併
し
て
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
だ

福
智
町
。
参
加
者
は
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振

り
返
り
、
節
目
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
祝
福
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た

後
、
城
山
横
穴
群
や
上
野
焼
な
ど
の
ま
ち
の

見
ど
こ
ろ
や
特
産
品
、
歴
史
な
ど
を
紹
介
し
、

10
年
間
を
振
り
返
っ
た
ビ
デ
オ
を
放
映
。
文

化
連
盟
に
よ
る
町
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
大
合
唱

も
あ
り
、
式
典
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　
「
魔
女
の
宅
急
便
」の
作
者
で
、
童
話
作
家

の
角
野
栄
子
さ
ん
の
記
念
講
演
も
開
催
。
新

た
な
図
書
館
歴
史
資
料
館
づ
く
り
に
も
携
わ

っ
て
い
る
児
童
書
専
門
店「
こ
ど
も
の
広
場
」

代
表
の
横
山
眞
佐
子
さ
ん
と
の
対
談
形
式
で
、

本
の
魅
力
や
読
書
の
大
切
さ
を
語
り
ま
し
た
。

町
内
３
中
学
校
の
代
表
６
人
を
交
え
た
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
で
、
将
来
の
夢
を
語
っ
た
生
徒
た
ち

に
、
角
野
さ
ん
は「
読
書
が
自
分
の
可
能
性
を

広
げ
て
く
れ
る
」と
力
強
く
伝
え
ま
し
た
。

　

未
来
へ
の
希
望
あ
ふ
れ
る
夢
の
時
間
に
、
会

場
は
大
き
な
感
動
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

記念講演ゲストの角野栄子さん特集展示
コーナーを設置。魔女の宅急便の「ジジ」
のバルーンで彩られ、来場者は角野さんの
数々の作品を手に取って心を和ませました。
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商
工
会
青
年
部
主
催
の「
フ
ク
チ
夢
バ
ル
ー

ン
フ
ェ
ス
タ
」が
方
城
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
福
智
町
誕
生
10
周
年
を
記
念
し
て
、

例
年
よ
り
も
規
模
を
拡
大
し
て
開
催
。
毎
年

大
好
評
の
バ
ル
ー
ン
係
留
飛
行
や
、
９
組
の
出

演
者
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
大
盛
り
上

が
り
で
し
た
。ス
テ
ー
ジ
上
に「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」

が
福
智
町
に
初
登
場
。
子
ど
も
た
ち
は
大
好

き
な
ジ
バ
ニ
ャ
ン
や
Ｕ
Ｓ
Ａ
ピ
ョ
ン
と
一
緒
に

ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
が
で
き
て
大
喜
び
で
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
角
に
は
、
ピ
ク
ニ
カ
共
和

国
ふ
れ
あ
い
移
動
動
物
園
が
特
別
オ
ー
プ
ン
。

か
わ
い
い
動
物
た
ち
が
大
集
合
し
、
来
場
者

は
ひ
ざ
に
の
せ
た
り
エ
サ
を
あ
げ
た
り
し
て
、

動
物
と
屋
外
で
楽
し
く
ふ
れ
合
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
特
別
に
、
福
智
町
誕
生
10

周
年
を
祝
い
、
2
千
個
の
バ
ル
ー
ン
を
盛
大
に

リ
リ
ー
ス
。
福
岡
県
立
大
学
吹
奏
楽
部
の
音

色
に
の
せ
て
、
た
く
さ
ん
の
夢
が
詰
ま
っ
た
バ

ル
ー
ン
が
大
空
へ
舞
い
ま
し
た
。

　

町
内
全
小
学
１
年
生
が
描
い
た
色
と
り
ど

り
の「
夢
」カ
ー
ド
も
展
示
さ
れ
、
明
る
い
未

来
を
描
い
た
想
い
や
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
、

ま
ち
の
誕
生
日
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

将来の夢や希望を町内５小学校の１年生
全員が描いた「夢カード」を展示しました。
213色の個性豊かな子どもたちの夢に、
訪れた人たちは引き込まれていました。

毎年、幅広い世代に大好評の「フクチ夢バルーンフェ
スタ」。今年は福智町誕生10周年を記念して、式典と
共に大規模に開催しました。家族みんなで楽しめる夢
のような企画が盛りだくさん。記念すべき日に、色と
りどりのバルーンとたくさんの夢が大空に舞いました。
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旧赤池町・金田町・方城町の３町が合併し「福智町」
が誕生して今年でちょうど10年。節目の年にあたり、
３月６日、記念式典が開かれました。町の子どもたち
が参加し、「夢」を語るトークショーも開催。明るい未
来へ向け、福智まちは新たな第一歩を踏み出しました。

福智町誕生10周年記念式典
主催／福智町・福智町教育委員会・福智町議会

10年の節目
盛大に　　

フクチ夢バルーンフェスタ2016
主催／福智町商工会青年部

夢をのせて
大空へ　　

1福天がお出迎え。2限定のお土産も。3
約400人が盛大にお祝い。4式辞を述べ
る嶋野町長。5中学生が町民憲章を唱和。
6 10年の歩みを放映。7町イメージソング
を大合唱。8兄弟都市・中城村の浜田村長も
出席。9町出身の武田良太さんによる祝辞。
�本の魅力を語る横山さん。�角野さんが
読書の大切さを講話。�中学生も交えて対談。

1「祝・福智町誕生10周年」の幕をつけた熱
気球でＰＲ。2かわいい動物たちと触れあい。
3 10周年を記念して２千個のバルーンを大
空へリリース。4司会者ブッチさんのクイズ大
会で大盛り上がり。5熱気球独特の浮遊感を
体験。6妖怪ウォッチと一緒に楽しくダンス。
7大好きなジバニャンやUSAピョンと記念
写真。8金田出身の萌香さんワンマンライブ。



学校からのお知らせ

スクールインフォメーション
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▶金田小学校 ☎22-0061　▶上野小学校 ☎28-2133　▶市場小学校 ☎28-2009　▶伊方小学校 ☎22-0127
▶弁城小学校 ☎22-0129　▶金田中学校 ☎22-0136　▶赤池中学校 ☎28-2117　▶方城中学校 ☎22-0237

学校、家庭、地域ではぐくむ福智っ子

　

新
１
年
生
は
ぴ
か
ぴ
か
の
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
い
、
毎
日
元
気
に
登
校
し
ま
す
。

そ
し
て
、
６
年
生
は
最
上
級
生
と
し
て
、

１
４
０
年
以
上
歴
史
を
誇
る
金
田
小
学
校

の
伝
統
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
他
の

学
年
の
見
本
と
な
る
よ
う
に
学
校
生
活
を

過
ご
し
て
い
き
ま
す
。

新
年
度
の
主
な
行
事
は
次
の
通
り
で
す
。

【
始
業
式
】
日
程　

４
月
５
日
火 

【
入
学
式
】
日
程　

４
月
７
日
木

【
学
習
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
】

日
程　

4
月
28
日
木

【
１
年
生
を
迎
え
る
会
・
歓
迎
遠
足
】

日
程　

５
月
２
日
月 

【
６
年
生
修
学
旅
行
】

日
程　

５
月
19
日
木
～
20
日
金

【
５
年
生
自
然
教
室
】

日
程　

６
月
15
日
水
～
16
日
木

【授業参観・ＰＴＡ総会】日程　４月 17 日日
【歓迎集会・歓迎遠足】日程　４月 22 日金
　新一年生を迎えての歓迎集会
は、歓迎の言葉や歌などがあり
ます。そして全員で楽しいゲー
ムでふれあい。その後、６年生
は１年生の手を引いて、ワイ・ワ
イ・ワ広場まで歩き、みんなで楽しい一日を過ごします。
【除草作業】日程　６月 1日水
　学校行事の一環として行う除草
作業。保護者や地域の方々とふれ
あいを深めながら活動を行います。
【授業参観（土曜日授業）】
日程　６月 18 日土
　「親子で学ぶ薬物乱用防止学習会」も実施予定。
【その他】修学旅行６年（5 月）、自然教室４・５年（6 月）、 
プール開き（6 月）、交通安全教室（5 月）、 避難訓練（6 月）

新
し
い
学
年
の
ス
タ
ー
ト

金
田
小
学
校

　

弁
城
小
学
校
の
新
学
期
の
新
１
年
生

は
13
人
の
予
定
で
す
。
本
校
で
は
入
学

式
後
、
約
１
か
月
が
過
ぎ
た
５
月
２
日

月
に
、
新
１
年
生
を
迎
え
て
の「
歓
迎

集
会
・
歓
迎
遠
足
」
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
体
育
館
で
お
こ
な
う
歓
迎
集
会
は
、

５
・
６
年
生
の
総
務
集
会
委
員
会
の
児

童
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
進
行
し
、
新

１
年
生
の
自
己
紹
介
や
児
童
が
考
え
た

楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し
て
親
睦
を
深
め
ま

す
。
集
会
終
了
後
、
本
校
か
ら
ワ
イ
・

ワ
イ
・
ワ
公
園
ま
で
遠
足
に
行
き
、
全

校
児
童
で
楽
し
く
お
弁
当
を
食
べ
た
り
、

遊
ん
だ
り
し
ま
す
。
新
１
年
生
に
と
っ

て
、
上
級
生
の
手
の
ぬ
く
も
り
や
優
し

さ
を
感
じ
る
い
い
思
い
出
と
な
る
行
事

に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
運
動
会
は
５
月
29
日
日
実
施
予
定
】

ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
を
歓
迎

弁
城
小
学
校

１学期の主な行事予定
上野小学校

　

伊
方
小
で
は
６
月
４
日
土
に
「
ふ
れ

あ
い
集
会
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
毎

年
児
童
会
が
楽
曲
を
決
め
、
１
年
生
は

踊
り
、
２
～
６
年
生
ま
で
は
色
々
な
楽

器
の
パ
ー
ト
を
受
け
持
っ
て
練
習
し
ま

す
。本
番
で
は
２・
５
年
、３・
４
年
、１・
６

年
の
兄
弟
学
年
で
合
奏
し
た
後
、
最
後

に
全
校
児
童
で
大
合
奏
。
歌
や
踊
り
、

色
々
な
楽
器
を
用
い
て
の
全
校
合
奏
は

と
っ
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。
ま
た
、
本

の
大
好
き
な
児
童
の
多
い
伊
方
小
恒
例

の
読
書
推
進
委
員
会
に
よ
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
今
年

は
、
ふ
れ
あ
い
集
会
で
方
城
中
吹
奏
楽

部
の
み
な
さ
ん
が
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演

奏
を
披
露
す
る
実
施
予
定
。
お
兄
さ
ん

や
お
姉
さ
ん
達
の
演
奏
を
、
み
ん
な
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

協
力
が
生
む
連
帯
感
で
歓
迎

伊
方
小
学
校

　児童、PTA、地域が一体となって交通安全に取り組む市場
小学校は、昨年度、交通安全国民運動中央大会で交通安全優
良学校 48 校に選ばれました。「交通安全あいさつ児童隊」を
務める６年生を中心に、全校での交通安全運動やあいさつ運動
に高評価をうけ、日本一の栄誉を獲得。この伝統を引き継ぎな
がら、今後は特にあいさつに力を入れ、学校から地域、地域か
ら町内全域へと“元気の和”を広げていきますので、保護者そし
て地域の皆さんのご協力と笑顔でのあいさつをお願いします。

あいさつから始まる次のステージ
市場小学校

　金田中学校の体育会は、３年生がリーダーとなり練習を重
ね、励まし合い、時には厳しい叱

し っ た

咤の言葉が飛ぶ中で、生徒
たちは限界に挑戦します。メーンを飾るのは男子全員の「棒体
操」と女子全員の「創作ダンス」。伝統を受け継ぐために一生
懸命になり、歴代の演技を超えようと力を合わせて取り組み
ます。今年は５月22日日に開催予定。今年はどんな体育会
を完成させるのか、みなさま、どうぞ奮ってご参観ください。
※土曜授業（授業参観・PTA 総会）は 4月23 日土 です。

伝統と革新の演技をぜひご覧ください！
金田中学校

　赤池中では、「きょうだい班活動」
という異年齢の縦割り班活動を教育
カリキュラムに取り入れています。
この活動で３年生は年長者として
の自覚とリーダーシップを、下級生
はフォロワーシップを培うことがで
き、生徒一人ひとりが社会性の基礎
を身に付け、赤池中の伝統を受け継いでいきます。
また、体育会（５月22日 日 ）や花壇の定植、きょうだい班
ランチなど、本校の特色がきらりと光る行事が盛りだくさ
んです。ぜひ赤池中の行事に足をお運びください。
その他、新年度の主な行事は次の通りです。
【入学式】日程　４月８日 金 
【土曜授業（授業参観・PTA総会）】日程　4月 23 日 土  
【家庭訪問】日程　4月22日 金 ～ 28 日 木
【期末考査】日程　6月22日 水 ～24 日 金
【１年生ふれあい合宿】日程　8月 24 日 水 ・ 25 日 木

独自の教育カリキュラム「きょうだい班活動」
赤池中学校

　

方
城
中
学
校
で
は
「
目
標
を
持
っ
て
主

体
的
に
学
び
、
自
ら
を
律
し
つ
つ
仲
間
と
協

力
し
、
健
康
で
た
く
ま
し
い
生
徒
」の
育
成

に
励
ん
で
い
き
ま
す
。
基
本
的
生
活
習
慣

と
学
習
規
律
を
定
着
さ
せ
、
基
礎
学
力
の

向
上
、
人
権
・
規
範
意
識
、
道
徳
性
の
高

揚
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
開
か

れ
た
学
校
を
目
指
し
、
多
く
の
学
校
行
事

に
保
護
者
や
地
域
の
方
々
を
お
招
き
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
徒
会
が
中
心
と

な
っ
て
地
域
の
清
掃
活
動
や
行
事
に
も
進

ん
で
お
手
伝
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
入
学
式
】
日
程　

４
月
８
日
金 

【
学
習
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
】

日
程　

4
月
23
日
土

【
１
年
生
ふ
れ
あ
い
合
宿
】

日
程　

4
月
27
日
水
～
28
日
木 

【
体
育
会
】
日
程　

５
月
22
日
日

行
事
が
育
む
豊
か
な
人
間
性

方
城
中
学
校

➡➡学校・ＰＴＡの
協力によりスローガ
ンを設置。今後も全
校・地域一丸で「日
本一」を目指します。

➡扌生徒が行事へ主体
的に取り組むことで、自
立した「生きる力」を育め
るよう指導しています。

扌新1年生がどうしたら早く学校に慣れられるの
か、上級生たちが想いを込めて集会を運営します。

扌６年生が１年生をリードして目的地まで歩く歓迎遠
足。到着後は一緒に遊んでいっそう親睦を深めます。

扌楽しいゲームなどを通して、親睦を深める歓迎集会。少
人数校だからこそ深まる、心と心を通わすイベントです。

➡ 上級生のリー
ダーシップのもと、
渾身の演技を披露
します。ぜひ会場
へお越しください。
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P

o w n  g u i d e

↓
Ａ
４
判
、
フ
ル
カ
ラ
ー
40
ペ
ー
ジ
。
ふ
く
ち
の
季
節
感
あ
ふ
れ
る

風
景
な
ど
写
真
を
多
く
取
り
入
れ
た
読
み
応
え
十
分
の
一
冊
で
す
。

e d i c a l  s e r v i c e s

地
域
医
療
へ
の
貢
献
者
を
顕
彰

第44 回医療功労賞を受賞

まちの魅力を一冊に 福
智
町 

町
勢
要
覧
が
完
成

バナー広告募集のお知らせ町
Ｈ
Ｐ
バ
ナ
ー
広
告
募
集

亡
き
父
の
面
影
を
し
の
び
な
が
ら

死亡叙勲伝達式

　町のホームページ上に広告を掲載する「バナー
広告（有料広告）」の広告主を募集しています。
広告事業は税収や使用料などに続く、新たな自
主財源を確保することを目的としており、得ら
れた収入は町の財源として有効に活用されます。
団体や企業をＰＲする絶好の機会になり、宣伝
効果も期待できますので、ぜひご検討ください。
下記の広告代理店に申し込みください。
申込先▶イーサイトネットワーク（金田 952-1）
           ☎ 22-７７７３
※詳しくはお問い合わせください。
問役場総務課広報・広聴係 ☎22-0555

歯科医院院長を務めながら、校医としても広く活躍中の杉原氏㊨。

6

　

す
ぎ
は
ら
歯
科
医
院（
伊
方
）院
長
の
杉
原

瑛
治
氏
が
第
44
回
医
療
功
労
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
読
売
新
聞
社
主
催
の「
医
療
功
労
賞
」

は
地
域
住
民
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
長
年
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
き
た

医
療
従
事
者
に
贈
ら
れ
ま
す
。
地
域
に
密
着

し
た
歯
科
医
療
を
43
年
間
、
献
身
的
に
続
け

て
き
た
杉
原
氏
。
そ
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、

２
月
３
日
に
行
わ
れ
た
県
医
療
功
労
賞
表
彰

式
で
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
だ
け
で
な
く
、

教
育
の
分
野
で
も
広
く
地
域
に
尽
力
し
、
業

績
を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
杉
原
氏
に
対
し
、

嶋
野
町
長
は
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。

問
コ
ス
モ
ス
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
２
８-

９
５
０
０

　

国
や
公
共
な
ど
に
対
し
て
功
労
の
あ
っ
た
人

が
死
亡
し
た
場
合
に
授
与
さ
れ
る
死
亡
叙
勲
。

２
月
23
日
に
死
亡
叙
勲
伝
達
式
が
役
場
で
行

わ
れ
、故・大
石
昭
三
氏（
伊
方
）に
旭
日
単
光
章
、

故
・
長
尾
守
氏（
伊
方
）に
瑞
宝
双
光
章
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
大
石
氏
は
平
成
３
年
か
ら
方
城

町
議
会
議
員
を
３
期
12
年
勤
め
、
町
の
防
災

行
政
の
推
進
や
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

長
尾
氏
は
昭
和
32
年
か
ら
方
城
町
に
31
年
間

奉
職
し
た
後
、
方
城
町
収
入
役
と
し
て
３
期

12
年
尽
力
し
、財
政
再
建
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

故
人
に
代
わ
り
、
家
族
が
勲
章
を
手
に
し
ま
し
た
。

問
総
務
課
庶
務
係　

☎
２
２-

２
２
８
０

　町を広くＰＲする町勢要覧「Fortune」が完成し
ました。４章構成で、町の今を生きる人々の輝き
や四季の風景、特産品、施設案内、年表なども
収録。あらゆる角度から福智の魅力を紹介します。
主に町外へＰＲする町勢要覧ですが、希望者に
は無料でお渡ししています。ぜひご覧ください。
問役場総務課 広報・広聴係 ☎22-7766

7

● 町立図書館・歴史資料館 開館前年祭
主催／福智町教育委員会 生涯学習課

　

本
と
も
の
づ
く
り
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
︱
。

開
館
ま
で
あ
と
１
年
と
な
っ
た
図
書
館
・
歴
史

資
料
館「
ふ
く
ち
の
ち
」の
開
館
前
年
祭
が
３

月
６
日
、
方
城
分
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
図

書
館
、
資
料
館
、
も
の
づ
く
り
工
房
の
３
つ
の

ブ
ー
ス
で
、
新
た
な
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
の

魅
力
を
体
験
で
き
る
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

来
場
者
は
本
や
も
の
づ
く
り
の
お
も
し
ろ
さ

を
、
ひ
と
足
早
く
満
喫
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
ブ
ー
ス
で
は
、
司
書
が
春
の
絵
本

を
表
現
豊
か
に
読
み
聞
か
せ
る
お
話
会
や
、

図
書
館
の
本
と
同
じ
フ
ィ
ル
ム
カ
バ
ー
を
つ
け

る
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

資
料
館
ブ
ー
ス
で
は「
は
に
わ
作
り
」が
行

わ
れ
、
子
ど
も
も
大
人
も
夢
中
に
な
っ
て
形

成
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を
手
作
り
ま
し
た
。

　

ロ
ク
ロ
体
験
や
絵
付
け
が
で
き
る
陶
器
作

り
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
で
印
刷
す
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
バ
ッ
グ
作
り
な
ど
の
貴
重
な
体
験
が
で
き

る
も
の
づ
く
り
工
房
ブ
ー
ス
。
来
場
者
は
あ
た

た
か
み
の
あ
る
作
品
を
丁
寧
に
作
り
ま
し
た
。

　

町
誕
生
10
周
年
の
こ
の
日
、
約
３
０
０
人

が
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
の
魅
力
を
体
感
し
、

来
春
の
完
成
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

図書館・歴史資料館のこれまでの取り組み
や、今後の動きなどを写真や模型で紹介。
10 周年記念式典のゲストでもある「魔女の
宅急便」の作者、角野栄子さんの特集展示
コーナーも。来場者は展示品や体験を通し
て、新たなまちの拠点を想い描いていました。

いよいよ開館まであと１年となっ
た図書館・歴史資料館。設計中
の内容や、ものづくりの面白さを
体験できる“開館前年祭”が行わ
れました。ワクワクするような企
画が盛りだくさんの新たなまち
の拠点のすべてをお届けします。

ひと足早く
魅力を満喫

４３
５ ６ ７
２

8 9
１
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歯科医院院長を務めながら、校医としても広く活躍中の杉原氏㊧。

故人への想いを胸に勲章を手にする長尾さん㊧と大石さん㊨。故人への想いを胸に勲章を手にする長尾さん㊧と大石さん㊨。

歯科医院院長を務めながら、校医としても広く活躍中の杉原氏㊧。

1「魔女の宅急便」のバルーンがお出迎え。
2巻物のヒントを元に歴史クイズに挑戦。3
電気を通す糸とフェルトで、光る福智山を手
づくり。4ミニ四駆の白熱レース。56思
い思いにハニワを創作。7図書館オリジナル
バックが完成。8本にカバーをつけるコーナー
も。9本の世界に夢中。�プロ顔負けの手
つき。�模様がいっぱいの自分だけのお皿。



　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、

２
年
に
１
度
改
定
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
改

定
の
結
果
、
平
成
28
年
度
お
よ
び
29
年
度

の
所
得
割
と
均
等
割
額
は
下
記
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

◉
保
険
料
の
軽
減
措
置
は
継
続

　

所
得
の
低
い
人
や
被
用
者
保
険（
サ
ラ
リ

　

ー
マ
ン
の
人
な
ど
の
保
険
）の
扶
養
に
な

　
っ
て
い
た
人
の
保
険
料
は
、
平
成
28
年
度

　

も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◉
保
険
料
の
減
免
制
度

　

災
害
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
事
情
に
よ

　

り
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
人

　

へ
の
保
険
料
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
お
よ
び
29
年
度
の

保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　

同
一
世
帯
内（
※
注
１
）の
被
保
険
者
お
よ

び
世
帯
主
の
軽
減
対
象
所
得
額（
※
注
２
）の

合
計
額
に
応
じ
て
、
左
記
の
と
お
り
均
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
注
１　
「
世
帯
」と
は
、
４
月
１
日
時
点
の
世
帯（
年

度
途
中
で
75
歳
に
な
る
人
、
県
外
か
ら
転
入
さ
れ
た

人
な
ど
は
、
そ
の
時
点
）が
基
準
と
な
り
ま
す
。

※
注
２　
「
軽
減
対
象
所
得
金
額
」と
は
、
基
本
的
に

は
総
所
得
金
額
と
同
じ
で
す
が
、
公
的
年
金
等
収
入

の
場
合
、「
公
的
年
金
ー
公
的
年
金
等
控
除
ー
15
万
円
」

と
な
る
な
ど
、
例
外
が
あ
り
ま
す
。

※
注
３　
例
年
金
受
給
時
満
65
歳
以
上
で
年
金
収
入

の
み
２
１
１
万
円
の
場
合
で
す
。

※
注
４　
「
被
用
者
保
険
」と
は
、
全
国
健
康
保
険
協

会
管
掌
保
険
、
組
合
管
掌
保
険
、
船
員
保
険
、
共
済

組
合
を
さ
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保

険
組
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

‹‹  軽減対象所得金額の合計額  ›› ‹‹  軽減後の均等割額  ››

平成26・27年度 平成28・29年度 増減

所得割率

均等割額

賦課限度額

11.47％ 11.17％ 0.3％減

56,584円 56,085円 499円減

57万円 57万円 据え置き

　

保
険
料
は
被
保
険
者
ご
と
に
計
算
さ
れ

ま
す
。
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担
す

る「
均
等
割
額
」と
、
被
保
険
者
の
総
所
得

金
額
等（
※
注
）に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得

割
額
」と
の
合
計
額
が
保
険
料
と
な
り
ま

す
。
保
険
料
の
詳
細
は
、
７
月
に
送
付
予

定
の「
平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」に
記
載
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

33万円以下かつ、被保険者全員が年金
収入80万円以下でその他の所得がない 5,608円9割軽減 均等

割額

33万円（基礎控除額）以下 ８,412円8.5割軽減 均等
割額

33万円＋26.5万円×世帯主を除く
被保険者数以下 28,042円5割軽減 均等

割額

33万円＋48万円×被保険者数以下 44,868円2割軽減 均等
割額

‹‹  平成28年度所得割率・均等割額・賦課限度額  ››

保険料
一人あたりの
年間保険料額

均等割
加入者全員が
等しく負担

所得割
所得に応じて
負担

県広域連合で決めら
れた年間の均等割額

56,085円
保険料の上限

57万円総所得
金額等－33万円 ×11.17％

所得割額計算式

（※注）

89

平成27年中の所得に基づき、平成
28年度分の後期高齢者医療保険料
額が決定します。被保険者（加入者）
の皆さんには、７月中旬に送付予定の
「決定通知書」でお知らせします。

※
注　
「
総
所
得
金
額
等
」と
は
、
前
年
中
の「
公
的

年
金
収
入
ー
公
的
年
金
等
控
除
」、「
給
与
収
入
ー
給

与
所
得
控
除
」、「
事
業
収
入
ー
必
要
経
費
」な
ど
の
合

計
額
で
、
各
種
所
得
控
除
前
の
金
額
で
す
。

問役場住民課保険係　
　☎２２ｰ７７６１
問福岡県後期高齢者医療広域連合
　☎０９２６５１ｰ３１１１

‹‹  保険料額の算出方法  ››

所得割軽減割合

５割軽減 91万円以下（※注３）

被保険者の総所得金額等

‹‹  所得割額の軽減  ››

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
者
証（
保
険
証
）

が
更
新
さ
れ
ま
す
。
現
在
発
行
し
て
い
る

保
険
証
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保

険
証
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
８
月
１
日
か
ら
使
え
る

新
し
い
保
険
証
は
７
月
下
旬
に
発
送
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

均等割軽減割合

5,608円

軽減後の保険料（年額）

‹‹  被用者保険（※注４）の被扶養者であった人の軽減  ››

９割軽減
（所得割はかかりません）

■ 

保
険
料
軽
減
措
置

■ 

保
険
証
の
更
新

■ 

保
険
料
額
の
算
出
方
法

■ 

保
険
料
率
の
改
定
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●

●

●
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Medical health

4月16日から5月15日までの保健事業日程

4月20日 ㊌【4～5か月児健診】
4～5か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

4月20日 ㊌【乳幼児相談】
2か月児と、身体計測や育児相談などの希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］14:30～15:00

4月27日 ㊌【1歳6か月児健診】
1歳 6か月～1歳 7か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

5月13日 ㊎【もぐもぐ教室】（要予約）
4～10か月児を対象にした離乳食教室

［会場］方城保健センター　［受付］10:00～12:00
［申込締切］5月9日㊊までにコスモス保健センター（☎
28-9500）へ申し込みください

5月13日 ㊎【健康相談】
健診結果や介護など相談希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:30～15:30

※金田・方城地区での健康相談をご希望の場合は、コスモス
保健センターにお問い合わせください。各保健センターな
どで予約制の健康相談を実施いたします。

【保健センターからのお知らせ】
例年、４月号で掲載していた「６月の集団健診のお知らせ・
申し込み」は５月号に掲載します。

問 コスモス保健センター　☎ 28-9500

　

人のうごき（福智町の人口）

Fukuchi town

Fukuoka
prefecture

42.04k㎡

お亡くなりになったみなさんのご冥福を、心より
お祈り申し上げます。 福智町長・福智町議会議長

弔電はひかえさせていただいています

チクホーnet（近隣の催し）

【糸田町】

【川崎町】

【香春町】

祝！道の駅いとだ開駅５周年大感謝祭
４月16日土～ 17日日両日とも 10:00 ～

（道の駅いとだ）
「どぶろっかーず（どぶろっくバンド）の出
演やバナナの叩き売り、ビンゴ大会や和太
鼓たぎりの演奏など、５周年の感謝をしめ
す一大イベントを開催します。
問 道の駅いとだ　 ☎26-2115
かわさきパン博2016
４月24日日 10:00～16:00

（川崎町町民会館ほか）
県内外の有名パン屋さんやジャムなどのパン
の「おとも」が川崎町に集まります。ぜひ会場
で“おいしい時間”をお過ごしください。
問かわさきパン博 2016 事務局 ☎73-3838
出張！なんでも鑑定団 in香春
7 月17日日 13:00～（香春町町民センター）
香春町合併 60 周年を記念して、テレビでお
なじみの「開運なんでも鑑定団」が香春町で
開催されます。観覧は無料ですが、応募者多
数の場合は抽選となります。5 月20日金ま
でに往復はがきでご応募ください。また、あ
なたのお宝も募集しています。美術品から、
お菓子のおまけやおもちゃまで「なんでも」ご
応募ください。詳しくはお問い合せください。

問香春町役場総務課 ☎32-2511

●人口 23,785 人
　　　 前月比－15 人
　　　 前年比－438 人
　男性　11,271 人
　女性　12,514 人
　　　 転入 70 人・転出 70 人
　　　 出生 12 人・死亡 27 人
●世帯 11,153 世帯
　　　 前月比＋2 世帯
　　　 前年比－64 世帯
　　　 ※ 平成28年3月末現在（住民基本台帳人口）

↓
筑
豊
に
眠
る
お
宝
と
出
会
え
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。
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ちゃんを迎えた生活が始まると喜ばしい反面、出産
後に家族などから家事・育児の支援が十分に受け
られず、ママが不安を抱えたり心身ともに疲れてし

まう場合も…。出産後の心身ともに不安定になりがちな時期に
赤ちゃんとママのこころとからだをサポートするため、平成28
年４月から「産後ケア事業」をスタートします。妊娠・出産・子
育て相談センター（子育て世代包括支援センター）を保健セン
ター内に開設し、母子保健コーディネーター（担当保健師）が
妊娠期から子育て期までの切れ目のないサポートを行います。

赤

出産後も安心！

問コスモス保健センター ☎ 28-9500

福智町民で生後4か月未満の赤ちゃんとママ。
お産・育児の疲れや不安がある場合や、産
後に家事や育児を手伝う人がいない人など。

【産後ケアの３つのサポート】

平成28年４月１日から福智町が始める「産後ケア事業」では、「育
児」「こころ」「からだ」といった３つ観点からきめ細かくサポート
し、産後ママやその家族が育児しやすい環境づくりを目指します。

授乳や赤ちゃんの沐
浴方法、げっぷのさ
せかたなど、育児の
仕方を指導します。

出 産 後 の
心 と 体 を
サ ポ ート！

保健師だよりNo.98

育児サポート こころサポート からだサポート

産後ママのこころの
リフレッシュや育児
に関する相談などに
応じます。

「乳房ケア」や産後
ママの休養・健康状
態のチェックなどを
行います。

産後ケア事業を利用できる助産院に赤
ちゃんとママで滞在し、体調に合わせて助
産師によるケアを受けることができます。
※赤ちゃんだけのお預かりではありません。

◦申込方法
コスモス保健センターへご相談ください。担当
保健師が訪問・面接・電話でご相談をお受けし、
利用可能な施設を紹介します。
※ 調整に数日要する場合がありますので、日程に余
　 裕をもってお申し込みください。 
※ 利用希望日に定員を超えるお申込みがあった場合
　 は調整をさせていただきますが、ご希望に添えな
　 い場合もあります。
※ご家族の状況を含め、詳細をお伺いします。個人
　 情報は産後ケア事業以外には利用しませんのでご
　 安心ください。

◦メニューと料金表
「産後ショートステイ（宿泊型３食付）」
１泊２日▶ 5 千円

「産後デイケア（日帰り型１食付）」
１日▶ 3 千円

「産後デイケア（母乳育児相談 食事なし）」
１回▶無料
※生活保護世帯・非課税世帯は無料です。 
※ プラン詳細は母子保健コーディネーター（担当保
　 健師）が出産前に妊婦へご説明します。

ママひとりで
悩まないで！

産後ケア事業のメニュー

担当保健師が
サポート！

Training Room

問 コスモス保健センター　☎ 28-9500

利用料金▶１時間あたり100円【利用対象は中学生以上】
利用時間▶月～金は 9時～21時／土・日 は 9時～17時
休 室 日▶祝日／８月13～15日／年末年始／別途指定日
※ 運動ができる服装、室内用運動靴、タオルなどは各自ご準備ください。 
※ 回数券（１時間券11枚：1,000円）がお得です。
※ 治療中の人は、運動してよいかを必ず主治医に確認の上ご利用ください。

町のトレーニングルームには、数種類の運動器具が設置さ
れています。天候にかかわらず年間を通じて運動できます
ので、健康維持や体力向上などの健康づくり、ちょっとし
た気分転換にも、ぜひご利用ください。

< 初回講習会のお知らせ～>
初めて利用する人には、トレーナーがストレッチや器具の使い方
について説明する「初回講習会」をおすすめしています。
日時▶月・水 9時～12時・13時～16時

※要予約

効率よく運動しませんか？
コスモス保健センター内トレーニングルームで
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▶福智町役場本庁 ☎ 22-0555（代表）▶赤池支所 ☎28-2004  ▶方城支所 ☎22-0520

「募集」「イベント」「相談」などなど、あなたの暮らしに役立つ〝情報満載〟のコーナー

赤坂・白鬚神社神幸祭

す
る
楽
曲
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
※
観
覧
無
料

日
時　

４
月
22
日
金 

12
時
15
分
～
45
分

会
場　

福
智
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

問
田
川
合
唱
団 

☎
２
６ｰ

３
２
３
５

　

福
智
町
文
化
連
盟
加
盟
の
絵
画
グ
ル
ー
プ

「
三
彩
会
」と「
青
陽
会
」に
よ
る
作
品
展
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

４
月
13
日
水
～
18
日
月

　
　
　

10
時
～
17
時（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

場
所　

上
野
の
里
ふ
れ
あ
い
交
流
会
館

問
青
陽
会
平
野
会
長　

☎
２
８ｰ

２
４
４
５

　

子
育
て
に
つ
い
て
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
し
ゃ

べ
り
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

4
月
21
日
木
10
時
～
12
時

場
所　

コ
ス
モ
ス
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

問
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
岸
谷
さ
ん　

　

☎
０
９
０ｰ

７
３
８
０ｰ

４
５
５
８

【
14
ペ
ー
ジ
四
季
の
歌
】

千
手
弘
子
さ
ん
の
俳
句
内

誤
：
つ
け
ら
れ
終
る　

正
：
つ
け
ら
れ
追
わ
れ

問
役
場
総
務
課　

☎
２
２ｰ

０
５
５
５

　

誰
で
も
参
加
で
き
る「
ほ
の
ぼ
の
介
護
予
防

教
室
」。
今
回
は
福
智
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時　

４
月
27
日
水
9
時
50
分
～

場
所　

方
城
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

問
方
城
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２ｰ

６
５
５
６

　

こ
の
運
動
は
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正

し
い
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
期
間

中
の
４
月
10
日
日
は
、「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」と
し
て
、
広
報
啓
発
活
動
な
ど
を

重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。 

運
動
期
間　

4
月
６
日
水
～
4
月
15
日
金

運
動
の
重
点
目
標

❶
飲
酒
運
転
の
撲
滅

❷
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

❸
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

問
役
場
総
務
課

　

☎
２
２ｰ

０
５
５
５

  

4
月
16
日
土
は
司
法
書
士
に
よ
る
特
別
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
特
別
相
談
は
事
前
予
約

が
必
要
。
相
談
は
無
料
で
す
。

❶
日
時　

4
月
７
日
木
10
時
～
15
時

　

場
所　

福
智
町
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
館

❷
日
時　

4
月
14
日
木
10
時
～
15
時

　

場
所　

公
民
館
方
城
分
館

❸
日
時　

4
月
16
日
土
10
時
～
15
時

　

場
所　

金
田
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
２
２ｰ
６
６
３
１

❶
日
時　

4
月
８
日
金
9
時
～
10
時

　

場
所　

役
場 

本
庁
舎

❷
日
時　

4
月
11
日
月
11
時
～
12
時

　

場
所　

役
場 

方
城
支
所

❸
日
時　

4
月
11
日
月
13
時
～
14
時

　

場
所　

福
智
町
中
央
公
民
館

問
役
場
福
祉
課　

☎
２
２ｰ

７
７
６
３

　

交
通
事
故
で
お
困
り
の
人
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
18
日
月
10
時
～
15
時

場
所　

田
川
市
役
所
市
民
課

問
県
交
通
事
故
相
談
所

　

☎
０
９
２ｰ

６
２
２ｰ

０
４
０
３

　　

田
川
合
唱
団
に
よ
る
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。
福
智
出
身
の
作
曲
家
河
村
光

陽
氏
の
童
謡
な
ど
、
爽
や
か
な
春
を
お
届
け

　

就
学
前
の
親
子
が
対
象
で
す
。お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎
。
す

べ
て
10
時
30
分
に
開
始
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

❶
親
子
リ
ズ
ム
遊
び
▼
４
月
15
日
金

❷
サ
ロ
ン
で
遊
ぼ
う
▼
４
月
22
日
金

❸
誕
生
会
▼
４
月
26
日
火

※
４
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
は
４
月
20
日
水

　

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
親

　

子
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
毎
週

　

月
～
金
10
時
～
15
時
）　

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２
２ｰ

２
４
０
１

　

肢
体
が
不
自
由
な
ひ
と
の
補
装
具
費
の
支

給
、
修
理
の
要
否
判
定
、
処
方
・
適
合
判
定

を
行
い
ま
す
。
※
事
前
予
約
が
必
要
。

【
予
約
受
付
】

期
限　

４
月
25
日
月

場
所　

福
智
町
役
場
福
祉
課

※
身
体
障
害
者
手
帳
・
巡
回
相
談
希
望
者
の

　

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
巡
回
相
談
】

日
時　

5
月
17
日
火
９
時
30
分
～

場
所　

田
川
文
化
セ
ン
タ
ー

※
聴
覚
障
害
の
診
断
・
肢
体
不
自
由
な
ど
の

　

手
帳
の
診
断
書
作
成
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
役
場
福
祉
課 

☎
２
２ｰ

７
７
６
３

　

広
報
紙
３
月
号
で
誤
記
載
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

❷
平
成
27
年
度
中
に
中
学
・
高
校
を
卒
業
ま

　

た
は
高
校
を
中
退
し
た
人

❸
平
成
28
年
度
入
学
者

※
専
修
学
校（
高
等
・
一
般
・
専
門
）課
程
、
各

　

種
学
校（
1
年
以
上
の
学
科
）が
対
象
。
対

　

象
に
な
ら
な
い
学
校
も
あ
り
ま
す
の
で
詳

　

細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
高
校
・
短
期
大
学
・
大
学
は
対
象
外

問
役
場
人
権
同
和
対
策
課
☎
２
２ｰ

７
７
６
４

　

４
月
15
日
の「
遺
言
の
日
」に
合
わ
せ
、
遺

言
の
作
成
や
相
続
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
相
続
に

関
す
る
問
題
に
つ
い
て
弁
護
士
が
無
料
で
面

談
相
談
に
応
じ
ま
す
。
申
し
込
み
は
電
話
予

約
制
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

日
時　

４
月
15
日
水 

10
時
～ 

15
時
30
分

　
　

 

※ 

相
談
時
間
は
一
人
30
分

会
場　

天
神
弁
護
士
セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
）

問
県
弁
護
士
会（
電
話
予
約
受
付
）

　

☎
０
９
２ｰ

７
４
１ｰ

３
２
０
８

場
所　

田
川
保
健
福
祉
事
務
所

問
田
川
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
増
進
課　

　

☎
４
２ｰ
９
３
０
７

　
「
縦
覧
」と
は
、
ご
自
身
が
お
持
ち
の
固
定

資
産
の
価
格
が
適
正
か
ど
う
か
、
他
の
土
地
・

家
屋
の
価
格
と
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。
町

に
固
定
資
産
税
を
納
税
し
て
い
る
人
に
限
り
、

課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
な

ど
を
記
載
し
た「
縦
覧
帳
簿
」を
、
役
場
本
庁

お
よ
び
各
支
所
で
無
料
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

日
時　

4
月
１
日
金
～
５
月
31
日
火

　
　

 

（
土
日
祝
は
除
く
）

問
役
場
税
務
課 

☎
２
２ｰ

７
７
６
２

　

福
智
町
と
田
川
市
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
の

作
品
50
点
を
展
示
す
る
作
品
展
を
行
い
ま
す
。

期
間　

４
月
12
日
火
～
17
日
日

　
　
　

9
時
30
分
～
17
時
30
分

場
所　

田
川
市
美
術
館

問
桑
野
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル（
松
村
）

　

☎
０
９
０ｰ

４
９
８
１ｰ

４
１
５
６

　

町
で
は
、
町
内
業
者
が
行
う
住
宅
改
修
工

事
や
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
・

建
築
さ
れ
耐
震
診
断
で
安
全
性
が
低
い
と
診
断

さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

改
修
費
用
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し

ま
す
。
該
当
と
な
る
要
件
や
申
請
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
住
宅
課　

☎
２
２ｰ

７
７
６
８

　

上
野
小
と
市
場
小
の
学
童
ク
ラ
ブ
で
、
子

ど
も
た
ち
の
お
世
話
を
す
る
指
導
員
を
募
集

し
ま
す
。
高
卒
以
上
で
あ
れ
ば
資
格
は
問
い

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
区
分　

指
導
員（
ア
ル
バ
イ
ト
）

勤
務
日　

平
日（
15
時
～
18
時
）　

問
上
野
小
学
童
ク
ラ
ブ

　

☎
０
８
０ｰ

６
４
４
３ｰ

５
６
９
５

問
市
場
小
学
童
ク
ラ
ブ
☎
２
８ｰ

２
９
９
９

　

経
済
的
な
理
由
で
専
修
学
校
な
ど
へ
の
就

業
が
困
難
な
人
に
対
し
、
修
学
資
金
を
貸
与

し
ま
す
。
た
だ
し
、
ほ
か
の
修
学
資
金
を
受

け
て
い
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

受
付
期
間　

4
月
11
日
月
～
4
月
22
日
金

　
　
　
　
（
土
日
祝
は
除
く
）

対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

❶
町
内
在
住
の
人
ま
た
は
そ
の
家
族

　

北
九
州
国
定
公
園
の
中
心
地
で
、
国
内
有

数
の
カ
ル
ス
ト
台
地
と
し
て
名
高
い
平
尾
台

の「
貫
山（
７
１
２
㍍
）」に
登
山
し
ま
す
。
広

大
な
草
原
に
白
い
石
灰
岩
が
並
ぶ
羊
群
原
や

鍾
乳
洞
が
独
特
の
景
観
を
保
つ
平
尾
台
で
、

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
８
日
日 

9
時
～

集
合　

平
尾
台
入
口
吹
上
峠
駐
車
場

申
込
締
切　

４
月
21
日
木

問
教
育
委
員
会
社
会
体
育
係

　

☎
２
２ｰ

２
２
０
０

　

筑
豊
市
民
大
学
の
第
16
期
生
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切　

5
月
６
日
金
ま
で　

場
所　

福
岡
県
立
大
学
ほ
か　

年
会
費　

1
万
円

問
筑
豊
市
民
大
学
岩
佐

　

☎
０
８
０ｰ

５
２
１
０ｰ

０
２
４
５

　

心
の
悩
み
や
病
気
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

日
時　

4
月
12
日
火
10
時

　
　
　

4
月
28
日
木
14
時

山
笠
競
演
会
▼
日
時
／
３
日
㊋
18
時
～

　
　
　
　
　
　

場
所
／
公
民
館
方
城
分
館
前

継
が
れ
ゆ
く
伝
統
が
、
初
夏
の
到
来
を
告
げ
る
。

↑健康増進と町村間の親睦や
交流を図ることが目的です。

□

心
配
ご
と
相
談

ほ
の
ぼ
の
介
護
予
防
教
室

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

福
岡
県
巡
回
交
通
事
故
相
談

田
川
合
唱
団
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

補
聴
器
相
談

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
実
施

み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
会

筑
豊
市
民
大
学
受
講
生
募
集

田
川
郡
民
登
山
会

専
修
学
校
等
技
能
習
得
資
金
貸
与

お
詫
び
と
訂
正

一時の不注意で一生後悔すること

のないよう、お気をつけください！

三
彩
会
と
青
陽
会
の
作
品
展

↑風景や人物など、鮮やかな色使いで表現された作品がズ
ラリと並ぶ会場。趣向を凝らした作品をぜひご覧ください。

身
体
障
害
者（
児
）補
装
具
巡
回
相
談

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集

「
遺
言
の
日
」無
料
法
律
相
談
会

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
作
品
展

住
宅
改
修
・
耐
震
改
修
補
助
金

固
定
資
産
税
の
縦
覧
に
つ
い
て

□



俳
句
・
短
歌
教
室
の
詠
歌
紹
介

心
映
の
投
句
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昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　 ☎22-0555

満開の桜の木の下で、昼食を
楽しむ女子生徒。貴族のたし
なみとして広まった「お花見」で
すが、美しい桜を眺めつつ食を
楽しむ風習は、時代を超え、今
なお愛される日本の伝統です。

桜の下でランチタイム
提供者●植田 辰生さん
撮影日●昭和30年頃

か
ら
く
り
の
時
計
賑
や
か
春
を
打
つ

永
き
日
や
以
下
同
文
の
表
彰
式

木こ

の
芽め

晴ば

れ

姉
と
な
る
子
の
白
エ
プ
ロ
ン

陶と

う

土ど

つ
く
水
車
の
音
や
春
を
呼
ぶ

梅
ヶ
枝
に
結
ぶ
お
み
く
じ
吉
を
引
く

軽
装
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
や
暖
か
し

引
越
し
の
若
き
夫
婦
に
春
立
ち
ぬ

小
声
に
て
一
人
の
庭
へ
鬼
の
豆

深
呼
吸
で
終
る
体
操
春
を
呼
ぶ

建
部
三
由
紀

西
田　

真
美

松
岡　

蔦
枝

安
田　

健
一

岩
井　

童
子

桂　
　

啓
子

新　
　

芳
枝

加
藤
き
み
子

小
野　

美
幸

悲
し
み
の
解
け
ず
水み

な

も面
の
春
の
月

立
春
の
絵え

間ま

堂ど
う

に
吊
る
心
の
荷

薄う
す
ら
い氷
に
風ふ

う

紋も
ん

の
あ
り
手

ち
ょ
う

水ず

鉢ば
ち

盆
梅
の
世
界
に
ひ
た
り
ゐ
る
心

顔
を
見
て
元
気
な
娘
梅
二
月

芝
桜
湧
く
が
如
く
に
咲
き
は
じ
め

矢
の
如
く
過
ぎ
ゆ
く
月
日
下
萌
ゆ
る

白
鷺さ

ぎ

の
羽
を
閉
じ
こ
め
薄う

す

ら氷
へ
る

金
屏
風
か
ゞ
よ
ふ
光
雛
人
形

春
時
雨
気
に
す
る
事
も
な
く
過
ご
す

吉
野
ヶ
里
帽
子
飛
ば
さ
れ
春
一
番

行
き
行
き
て
野や

梅ば
い

際
立
つ
花
明
り

宮
崎
富
美
子

小
場　

妙
子

高
津　

澄
子

千
手　

弘
子

井
上
サ
ワ
子

福
島
ソ
マ
子

熊
谷
カ
ツ
ミ

馬
郡　

京
子

日
高
八
重
子

松
本
み
つ
を

山
本
ひ
ろ
し

香

月　
　

眸

高
村　

三
也

三
村　

和
子

桑
野　

昭
子

越
智　

早
苗

福
田
キ
ヨ
子

村
上　

美
幸

白
石　

清
和

福
田　
　

昌

は
な
・
高
齢
者
大
学
俳
句
会

「
福
は
内
」「
福
は
内
」
と
吾わ

が
口
へ
豆
投
げ
入
れ
に
つ
つ
茶
を
啜す

す

り
を
り

菜
の
花
の
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
る
カ
レ
ン
ダ
ー
病

び
ょ
う

廊ろ
う

あ
か
る
く
春
を
告
げ
を
り

枯
れ
は
て
し
畠

は
た
け

の
中
の
風か

ざ

車
ぐ
る
ま

春
を
待
ち
し
や
時
折
回
る

満
開
の
梅
の
香
り
に
花
見
上
げ
な
ご
や
か
に
人
の
語
ら
い
て
ゆ
く

な
ん
と
な
く
メ
ガ
ネ
な
じ
み
て
小
春
日
を
書
き
初ぞ

め
の
ペ
ン
な
め
ら
か
な
り
し

難
民
の
溺お

ぼ

る
る
地
中
海
そ
の
海
に
豪
華
ク
ル
ー
ズ
ゆ
う
ぜ
ん
と
浮
か
ぶ

森
の
朝
孫
と
剣
道
の
寒
げ
い
こ
「
メ
ー
ン
」
の
か
け
声
木
々
を
射
と
お
す

九
十
歳
の
背
筋
伸
ば
せ
る
友
の
い
て
郷
土
史
会
に
き
お
い
て
坐す

わ

る

▶広報係に配属されて４年。
知らなかった場所や人、モノ
やコトがこれほどあったのか
と、ファインダーから見える故
郷は新鮮で、発見の毎日で
した。多くの出会いにも恵まれ、
ご協力いただいたかた、今
ここを読んでくれている人へ、
深く感謝申し上げます。みな
さんから学んだ多くの経験を
財産に、異動する部署でも
誠心誠意頑張ります。（相原）

一
杯
の
椀
に
さ
緑
花
菜
か
な

雛
飾
齢
を
忘
れ
て
今
を
生
く

衿え

り

足あ

し

に
風
は
渡
り
ぬ
春
光

檀
飾
る
た
ま
ご
雛

ひ
い
な

の
妣は

は

の
居
て

浜
風
や
店
主
の
墨
書
風
光
る

又
一
つ
思
い
出
重
ね
雛
の
宿

紅
梅
に
短
冊
の
光か

げ

人
の
影

花
求
め
学ま

な

び

や舎
去
り
し
汝な

に
捧
ぐ

大お

お

店だ

な

の
き
し
む
奥
の
間
雛
飾
る

杉　

フ
ジ
ヱ

長
尾　

冴
子

藤
井
耿
之
介

山
本
恵
美
子

渡
邊　

一
枝

尾
崎　

和
子

木
村　

誠
一

倉
石　

小
夜

白
石　

凡
子

▶町誕生10周年を迎え、記
念式典がありました（P2-3）。
講師のお二人が読書の大切
さを講演。私ももっと読書を
しておけば、こんなに文章を
書くことに苦労しなかったの
かな…。来春には図書館・歴
史資料館がついに完成しま
す。読書はもちろん、ものづ
くりなどの体験もできて魅力
が満載。福智の子どもたちが
うらやましい限りです。（黒崎）

中央公民館図書室  ☎28-4100
（福智町赤池 970 番地 3）

開室時間／9時～17時
休室日／毎週㊊・毎月第３㊐・㊗・年末年始
　　　　蔵書整理期間（不定期）
貸出期間／２週間［１度に１人５冊まで］

新たな施設の“いま”を随時発信！

福智町立図書館・歴史資料館の新設
に伴う旧赤池支所の工事開始に伴い、
図書業務などを担う生涯学習課公民
館係が３月22日から中央公民館へ
引っ越しました。ご用のある際はお
間違えのないようご注意ください。
☎28-4100　fax	28-2575

公民館係が移動！

まちの図書司書セレクション

「図書館・歴史資料館準備室」
からのお知らせ No.9

旧赤池支所の図書館・歴史資料館への改築工事に
伴い、３月21日までに赤池支所で業務を行なって
いた全ての課の引っ越しが完了しました。そこで
支所内に残った事務用品（ロッカー、キャビネット、
机、ソファなど）を必要なかたや団体に、破格の
値段で販売する「旧赤池支所バザー」を開催しま
す。また、図書館の中学生ボランティアグループ
「ふくトラ」が作成した、図書館ＰＲ
用の特製トートバックも販売。売上
げの一部は図書館の資料購入費に
あてる予定ですので、多くの皆さ
んのお越しをお待ちしています。

↑
コ
ン
テ
ン
ツ
を
豊
富
に
用
意
し
、
図
書
館
の
情
報
を
発
信
中
。

ご利用ください。まちの図書室
本の情報と紹介

▶日時　4月16日土・17日日
▶場所　旧赤池支所（赤池 970 番地 2）※変更する場合あり

9時～16時

著／朝井 リョウ
出版／朝日新聞社

『18きっぷ』

朝日新聞名古屋本社版に連載
された「18きっぷ」が、ついに
書籍化。18歳――。人生の岐
路に立ち、選択を迫られた若
者たち46人に取材し、その
素顔をモノクロのポートレート
写真とともに紹介する話題作。

著／C・ロジャー・メイダー
訳／灰島かり
出版／ほるぷ出版

『てっぺんねこ』

猫の「ぼく」は、バルコニーか
ら屋根にのぼって、お気に入
りの「世界のてっぺん」へ…。
仕草や表情が可愛い「ぼく」は
もちろん、美しいフランス・パ
リの街並みも素敵な絵本です。

図書館・歴史資料館の工事に伴う

「旧赤池支所バザー」の開催！

年３月開館予定の福智町立図書館・歴史資料館「ふく
ちのち」。新しい施設が“できるまで”を綴ったホームペー

ジを３月末に公開しました。建設プロセスはもちろん、「館長
日記」や「ふくちのちフィールドワーク」「日本一の図書館／
最低最悪の図書館 さて、どんな図書館？」など、町民の皆さ
んと一緒に図書館・歴史資料館の完成までの道のりをご紹介
ます。また、研究者・デザイナー・地域のみなさん・編集者・
料理研究家など、さまざまな分野の方々とともに福智町の魅
力を探るコンテンツや、館長・司書によるブックレビューなど、
幅広い内容を更新予定。こまめに更新していきたいと思いま
すので、みなさんどうぞお楽しみに！
 ＨＰアドレス　http://fukuchinochi.com

来
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金田支店限定で町誕生10周年キャンペーンを実施西日本シティ銀行金田支店が福智をＰＲ

↑福智のポスターや旗などが飾られた店内で、町をＰＲする金田支店のみなさん。

　地方創生に関する包括協定を町と締結し、住宅ローンの金
利優遇策をスタートさせた西日本シティ銀行。対象者に福智
ならではのプレゼントがある「福智町誕生 10 周年おめでとう
キャンペーン」が金田支店限定で実施され、全職員が期間中“福
智ブランドＴシャツ”を着てＰＲしました。南里吉昭支店長は「町
を広く知っていただくきっかけになれば」と笑顔で話しました。

遠賀川まるごと探検隊親子で遠賀川をまるごと体験

　田川広域連携プロジェクト主催の「遠賀川まるごと探検隊」
が３月 20日に遠賀川河川敷で行われ、22 人の親子が参加し
ました。川のいきものと触れ合ったり、水質調査を学んだり、
川に花を植えたりして地域の川をまるっと体験。彦山川・中元
寺川合流地点ではサケの稚魚の放流が行われ、参加者はきれ
いな川を保ち、４年後にサケが戻ってくることを願いました。

↑「遠賀川源流サケの会」の協力で、体長６㎝の元気な稚魚２千匹以上を川に放流。

17

↓老若男女問わず幅広い年齢層が参加。投球を重ねるうちに、高得点を出すチームも。

第10回福智町カローリング大会子どもから大人までが真剣勝負！

　町体育協会主催のカローリング大会決勝戦が３月13 日、
金田体育館で開かれました。各地区大会で勝ち上がった 36
チームが出場。１チーム３人で、約 10 メートル先の的にうま
くカローリングを停止させ得点を競います。出場者は的に近
づくにつれ大きな歓声を上げながら、熱戦を繰り広げました。
１位：四ツ葉会Ａ ２位：人見子ども会Ｂ ３位：久六Ｅ ４位：３区

ものづくり子ども教室

作りの本格的な電気自動車に歓声

福智町と中城村が兄弟都市提携中城村と「城」の縁で兄弟都市に

↑大型バッテリーなどを取り付けた車内をのぞき込む弁城小４～６年23人の児童。

　「ものづくり工房」を設ける図書館・歴史資料館の開館を前に、
町内５小学校で３月１日、２日にものづくり教室が行われまし
た。九州工業大学情報工学部の学生サークル「e-car」の３人
が自作して公道も走行できるようになった電気自動車の取り組
みを講義し、「ものづくりは楽しい」と強調。児童は学生自慢の
電気自動車に触れ、ものづくりの可能性や魅力を感じました。

↓３月５日、兄弟都市提携書に調印し、笑顔で握手を交わす嶋野勝町長㊨と中城村の浜田京介村長㊧。

↓記念誌「あゆみ」のお気に入りのページを手に、ほほ笑む編集委員のメンバー。

福智町文化連盟10周年記念誌創刊10年のあゆみを振り返る記念誌が完成
　発足 10 周年の節目を迎えた町文化連盟が記念誌「あゆみ」
を３月末に発行しました。14 人の委員が構成を考えた記念誌
は 10 年にわたって積み重ねられてきた文化活動を振り返る、
たくさんの感動と思いが詰まった一冊。永末良一会長は「多く
の人にご尽力いただき発刊できた。今後もまちの文化を守り、
さらなる発展のため努力していきたい」と力強く話しました。

　福智町と沖縄県中城村が３月５日、飯塚市で行
われた調印式で提携書を交わし、兄弟都市の提
携を結びました。旧方城町と中城村の間で、互い
に“城”の字がつくことを縁に、小学生が 21年前
から相互訪問を始めたことがきっかけ。これまで
交流した児童は計１千人以上で、町内の小学５・
６年生は毎年夏休みに「少年の翼」で沖縄へ行き、
平和学習を行っています。調印式では金田一区伝
統芸能保存会が獅子舞を披露。民間の文化や産
業面だけでなく、今後は役場職員の人事交流な
ど行政間においても、一層交流を深めていきます。

手 ↓卒業証書を順番に手渡された方城中の生徒69人。新たな門出を祝福されました。

　３月５日に町内３中学校で卒業式が行われ、赤池中 73 人、
金田中 75 人、方城中 69 人が慣れ親しんだ学び舎に別れを
告げました。保護者や教員、在校生たちの拍手に迎えられて
入場し、各校長から卒業証書を一人ひとり授与された卒業生。
歌などを通じて、今まで支えてくれた先生や保護者たちに感
謝の気持ちを涙しながら伝え、思い出の学び舎を巣立ちました。

町内３中学校で卒業式

謝の気持ちと思い出を胸に母校巣立つ感
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吉
よし

田
だ

 陽
はる

哉
き

くん❷
H26.4.14 生（弁城 新町）

HAPPY
BIRTHDAY

4月生まれ

福
ふく

冨
とみ

 勝
しょう

絆
き

くん❶
H27.4.24 生（伊方 西古門）

４年後ふるさとの川に帰ってきてね
　金田小４年生 77
人が３月14日、学
校近くの彦山川に
サケの稚魚を放流
しました。田川ふ
るさと川づくり交
流会主催で、遠賀
川源流サケの会が

体長５㎝ほどの稚魚を約２千匹用意。児童は「大きく成長して
戻ってきてね」と願いを込め、稚魚をやさしく川に放流しました。

↑
サ
ケ
の
稚
魚
を
そ
っ
と
放
流
す
る
児
童

平
ひら

島
しま

 陽
ひ

詩
なた

ちゃん❸
H25.4.13 生（金田 上金田）

大
おお

野
の

 尊
たか

斗
と

くん❸
H25.4.23 生（市場 猿畑）

松
まつ

本
もと

 鈴
すず

音
ね

ちゃん❸
H25.4.11 生（弁城 迫）

火の用心！子どもたちが呼びかけ
　３月４日、ふじ湯
の里で田川地区消
防本部主催の火災
予防運動が行われ
ました。地元消防団、
職員などによる防
火チラシの配布や、
金田保育園年長組

30 人による演奏で火災予防を啓発。園児は演奏後、全員で防
火宣言を行い、来館者に「火の用心」を元気に呼びかけました。

↑
迫
力
満
点
の
生
演
奏
で
目
を
引
く
園
児

髙
たか

橋
はし

 蓮
れん

くん❶
H27.4.30 生（神崎 星ヶ丘団地）

「みんなの税が未来を救う」優秀賞に
　田川法人会主催の「税の絵はがき
コンクール」で、町内で最優秀賞を
受賞した市場小６年の坂元美友さん
が田川市郡内で優秀賞に輝きました。
租税教室を行った田川市郡内の小学
６年生による 427 作品の中から選ば
れ、見事受賞。坂元さんは「税の大
切さを学び、明るい日本の未来をみ
んなで支え合っているイメージがす
ぐに浮かんだ」と笑顔で話しました。

↑
税
の
大
切
さ
を
温
か
く
表
現
し
表
彰
さ
れ
た
坂
元
さ
ん

締切日はお誕生月の前月
10日まで。（土・日・祝日
の場合は翌開庁日）今月は
５月に誕生日を迎える満１
歳～ 3 歳までのお子さん
の写真（デジカメの場合は
データ）を募集します。4
月11日月 まで に役場窓
口に持参して申し込みくだ
さい。（締切厳守）
▶役場総務課 広報担当
　� ☎22-0555

笑顔募集中！

井
いの

上
うえ

 杏
あん

ちゃん❷
H26.4.3 生（神崎 星ヶ丘団地）

山
やま

本
もと

 風
ふう

花
か

ちゃん❷
H26.4.10 生（金田 上金田）

永
なが

末
すえ

 光
ひ

真
ま

俐
り

ちゃん❷
H26.4.21 生（神崎 田の口）

金田少年サッカークラブが見事優勝！
　３月５日、田川
市で田川ジュニア
サッカー大会が行
われ、金田少年サッ
カークラブが見事
頂点に輝きました。
８チーム参加の中、
圧倒的な攻撃力で、

計19 得点を上げる快勝でした。練習日 月火 17 時～19 時（金
田小学校） 土 10 時～12 時（金田公園多目的広場）※部員募集中！

↑
無
失
点
で
、
強
さ
を
見
せ
付
け
た
選
手

志高く自衛隊入隊を町長に報告
　自衛隊に入隊す
ることが決まった
出口空さん（金田）
が２月23日、入隊
報告のために嶋野
町長を表敬訪問し
ました。出口さん
は「立派な隊員に

なって日本の安全・安心を守り、生まれ育ったふるさとにも恩返
しをしていきたい。」と力強く宣言し、入隊の決意を表明しました。

↑
は
き
は
き
と
受
け
答
え
す
る
出
口
さ
ん

神崎保育所で初めての体操発表会
　神崎保育所の年
長・年中組 29 人が
３月 5 日、体操教
室の成果を初めて
保護者に発表しま
した。専門の講師
指導のもと、毎週
一生懸命に練習を

重ね、少しずつ“できる”を増やしてきた子どもたち。演技を見
た保護者は目を潤ませながら、大きな声援と拍手を送りました。

↑
昨
年
４
月
か
ら
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

大地震想定 迅速な避難誘導を確認
　東日本大震災発
生からちょうど５年
となった３月11日、
田川地区８市町村
参加の避難誘導訓
練が行われました。
大地震発生によっ
て中学校が孤立し

たことを想定。消防や警察、行政、地域住民など計 250 人が参
加し、地域の防災力や連携を強め、災害への備えを新たにしました。

↑
校
舎
に
孤
立
し
た
人
を
救
出
す
る
訓
練

心あたたまるお抹茶でひな祭り
　子育て支援セン
ターで３月３日、子
どもの健やかな成
長と健 康を願い、
ひな祭りのお茶会
が開かれました。ひ
な人形の前に設け
た茶席で、長尾宗

恵先生と弟子７人が美味しいお茶と主菓子でおもてなし。49 人
の親子は茶話を楽しみながら、和やかなひとときを過ごしました。

↑
全
員
に
お
い
し
い
お
抹
茶
の
振
る
舞
い

県内 50 チームの頂点に
　少年野球チーム

「大任無限」の創立
25 周年を記念す
る小学生軟式野球
大会決勝戦が３月
20日に大任町で行
われ、赤池ジュニ
アベアーズが優勝

しました。賞状を手にした森田康聖主将は「練習の成果が発揮で
きてうれしい。中学でも野球を頑張りたい」と笑顔で話しました。

↑
６
年
生
は
最
後
の
試
合
で
見
事
に
優
勝

新しいことにチャレンジして生涯現役
　第二の人生をい
きいきと過ごすた
めのヒントを見つけ
る「地域デビューを
はじめよう講座」が
３月17日、方城分
館で行われました。
NAP福岡センター

代表の馬場邦彦さんは「地域活動は成長の場。良い人生を送りた
いという思いで未来を変えていける」と参加者12人に講じました。

↑「
新
現
役
の
会
」で
活
躍
中
の
馬
場
さ
ん
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